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肌寒い
は だ ざ む  

せりがや公園
こ う え ん

でも熱気
ね っ き
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↑左側          右側↓ 
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←ハイポーズ 

いやあ、食べた食べた→ 

←お近づき 

花？ 私たちで十分でしょ→ 
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❦ ピア・カウンセリング公開
こ う か い

セミナー ❦ 

２月
 が つ

の５日
 に ち

日曜日
にちようび

、今年度
こんねんど

初
はつ

のピアカウンセリングの公開
こうかい

セミナーを開催
かいさい

することが

出来ました
で き    

。 

毎年
まいとし

２回
 か い

、公開
こうかい

でのピアカウンセリングセミナーを開催
かいさい

しているのですが、今年度
こんねんど

は、夏場
なつば

の開催
かいさい

が参加者
さんかしゃ

が集まらない
あつ       

ために中止
ちゅうし

、そして今回
こんかい

も、スタッフがインフルエンザに次々
つぎつぎ

と

倒れる
たお   

中
なか

、ピアサポの仲間
なかま

と、健
けん

常者
じょう

スタッフ、急きょ
きゅう   

リーダーを引き受けて
ひ  う   

下さった
くだ     

ピアカ

ウンセラー、そして、参加者
さんかしゃ

みなさんの協 力
きょうりょく

のもと無事
ぶ じ

公開
こうかい

セミナーを終わらせる
お     

ことが

出来ました
で き    

。 

この場
ば

を借りて
か   

お礼言
 れ い い

申し上げます
も う  あ      

。ありがとうございました！ 

 今回
こんかい

は、参加者
さんかしゃ

皆さん
みな   

から頂いた
いただ   

、アンケートのコメントと、ピアカウンセリングを障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

として生活
せいかつ

に活用
かつよう

している参加者
さんかしゃ

さんの感想
かんそう

をご紹介
 しょうかい

します。～よしの～ 

 

参加者
さ ん か し ゃ

さんからの感想
かんそう

 

＊今日
きょう

参加
さんか

して良かった
よ    

。ピアカウンセ

ラーとして自分
じぶん

を取り戻せる
と  も ど   

自分
じぶん

でい

たいと感じました
か ん      

。（５０代
   だい

女性
じょせい

） 

＊初めて
はじ   

参加
さんか

させて頂いて
いただ   

自分
じぶん

の感情
かんじょう

を大切
たいせつ

にしていいんだなと思いました
おも       

。

その思い
おも  

をさせてもらった皆さん
み な   

に

感謝
かんしゃ

しています。また機会
きかい

があったら

参加
さんか

したいと思います
おも     

（３０代
   だい

女性
じょせい

） 

＊もっともっと話し
はな  

たかったし、聴いて
き   

欲しい
ほ   

とおもった。 カウンセラーの資格
しかく

をとってい

るが クライアントになり得る
  う  

自分
じぶん

があり、自己
じ こ

をみつめる良い
よ  

機会
きかい

になりました。機会
きかい

が

あったら、又
また

参加
さんか

したいと思います
おも     

。（６０代
６ ０ だ い

女性
じょせい

） 

＊障害
しょうがい

を持って
も   

いてもいなくても、カウンセリングとして興味
きょうみ

を持って
も   

講座
こうざ

を受けた
う   

人
ひと

が、

ピアカンに合う
あ  

か、合わない
あ    

かの比率
ひりつ

って関係
かんけい

ないのかもしれないなと思いました
おも       

。

（判りにくい
わ か      

か＾＾💦）（４０代
  だ い

女性
じょせい

） 

＊年令的
ねんれいてき

に少し
すこ  

疲れました
つ か      

けど色々
いろいろ

と有益
ゆうえき

でした。（８０代
  だ い

女性
じょせい

） 

＊初めて
はじ   

参加
さんか

しましたが、感情的
かんじょうてき

にスッキリしました。（４０代
  だ い

女性
じょせい

） 
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＊とても、だんだん、たのしくなってきました、もっと話したい
はな     

と思えた
おも   

。（４０代
   だい

女性
じょせい

） 

＊久し振り
ひ さ  ぶ   

に泣ける
な   

事
こと

が出来ました
で き    

。自分
じぶん

でもおどろきました。（３０代
だい

女性
じょせい

） 

＊肩
かた

の力
ちから

をぬけさせていただき 感情
かんじょう

がどこからわいてくるのか考えられる
かんが       

良い
よ  

キッカケ

になりました。（頭
あたま

だと思って
お も   

いたので）ありがとうございました。（５０代
だい

女性
じょせい

） 

＊ピアカンについて興味
きょうみ

があり参加
さんか

しました。お互い
 た が  

に時間
じかん

を決め話
き  はなし

をするというのは、話す
はな  

方
ほう

は自分
じぶん

の情 況
じょうきょう

や感情
かんじょう

を再認識
さいかくにん

する作業
さぎょう

をしていき、聞き手
き  て

は相手
あいて

の話
はなし

を聞く
き  

。話
はなし

を

聞いて
き   

もらえるという安心感
あんしんかん

が、自分
じぶん

の気持ち
き も  

と向き合う
む  あ  

ときにとても必要
ひつよう

なんだと感じ
かん  

」ました。今回
こんかい

ピアカン

セミナーに参加
さんか

してとても勉強
べんきょう

にな

り、もっと詳しく
く わ   

やってみたいとおも

いました。ありがとうございました。

（３０代
   だい

女性
じょせい

） 

  
 

 

ピアカウンセリングセミナーを受けて
う   

 

 私
わたし

はこのセミナーを何度
なんど

か受けて
う   

きました。その度
たび

に思う
おも  

のは、「聞く
き  

側
がわ

と言う
い  

側
がわ

両方
りょうほう

出来るん
で き   

だ」ということです。どういうことかというと、普通
ふつう

のカウンセリングだと、聞く
き  

側
がわ

は聞く
き く

だけのこと。言う
い  

側
がわ

も言う
い  

だけのこと。これが一般的
いっぱんてき

なカウンセリング。 

 ピアカウンセリングは違います
ちが     

。言って
い   

は聞き
き  

、聞いて
き   

は言う
い  

ことを、１人
ひとり

が交代
こうたい

で両方
りょうほう

の

役
やく

ができるので、素晴らしい
す ば    

ですね。この魅力
みりょく

に私は取り付かれて
と  つ    

います。本当
ほんとう

に。 

 後
あと

、今回
こんかい

のミニセッションのテーマは「言いたい
い    

のに言えなかった
い      

こと」でした。 

                     ～加藤
かとう

泰
やす

恵
え

～ 
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２０１６年度
    ね ん ど

 第２４回
だ い    か い

ピアカウンセリング長期
ち ょ う き

講座
こ う ざ

 

昨年
さくねん

、９月
  がつ

２日
  にち

～１１月
  が つ

２５日
   にち

の 毎週
まいしゅう

金曜日
きんようび

、今年度
こんねんど

のピアカウンセリング長期
ちょうき

講座
こうざ

を全１３回
ぜん   かい

に分けて
わ   

開催
かいさい

しました。 今回
こんかい

の

講座
こうざ

は、研修生
けんしゅうせい

１名
  めい

＋脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

の３名
 めい

の女性
じょせい

と、集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

とは逆
ぎゃく

の女性
じょせい

のみの、講座
こうざ

と

なりました。 

リーダーは、ゆきちゃん、まきちゃんそして

のぶさん。サブにしゅんた、かずみさん、そし

て、久しぶり
ひさ     

にオーガナイザーとして私
わたし

よし

のが参加
さんか

させていただきました。 期間中
きかんちゅう

、

脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

のピア（Peer
ぴ あ

）としてかずみさんや既
すで

に長期
ちょうき

講座
こうざ

を修 了
しゅうりょう

したピアサポの仲間
なかま

から貴重
きちょう

な

経験談
けいけんだん

を話して
はな   

頂いたり
いただ    

、関東
かんとう

各地
かくち

より遠い
とお  

中
なか

も休まず
やす    

参加
さんか

してくれた、受講者
じゅこうしゃ

の皆さん
みな   

と作り上げて
つ く  あ    

いった全１３回
ぜん   かい

でした。 

今年
ことし

は、町田駅
まちだえき

周辺
しゅうへん

の色んな
いろ   

会場
かいじょう

を利用
りよう

したり、毎回
まいかい

サブ
さ ぶ

が換わったり
か    

とアクティブな講座
こうざ

でした

が、多く
おお  

のスタッフの力
ちから

をお借り
 か  

して新た
あら  

な可能性
かのうせい

の見えた
み   

講座
こうざ

になったのではないかと、確信
かくしん

して

います。この場
ば

を借りて
か   

、講座
こ う ざ

に関わって
か か     

くださった介助者
かいじょしゃ

の皆さん
み な   

、町田ヒューマンネットワーク
ま ち だ                 

のスタッフの皆さん
みな    

そして、全１３回
ぜ ん   か い

通して
とお   

リーダーをやりきってくださった、ゆきちゃん、スタッ

フの皆々
みなみな

様
さま

に、お礼
 れい

申し上げます
も う  あ     

。“ありがとうございました”           （よしの） 

 

町田
ま ち だ

ヒューマンネットワークの 

ピア・カウンセリング長期
ち ょ う き

講座
こ う ざ

を終えて
お   

。＊＊＊＊＊ 

はじめまして。江戸川区
え ど が わ く

にある「自立
じりつ

生活
せいかつ

センターＳＴＥＰ
す て っ ぷ

えどがわ」の蛭川
ひるかわ

と申します
もう     

。2016年
ねん

の

9月
がつ

から 11月
がつ

の長期
ちょうき

講座
こうざ

に、リーダー研修生
けんしゅうせい

として参加
さんか

させていただきました。これまで、いくつか

の講座
こうざ

を受けて
う   

きましたが、今回
こんかい

ようやく本当
ほんとう

の意味
い み

でのピア
ぴ あ

・カウンセリングに出会えた
で あ   

ような気
き

が

しました。それくらい町田
まちだ

ヒューマンネットワークの長期
ちょうき

講座
こうざ

はとても意味
い み

のあるものになりました。 

思う
お も  

に、これまでなかなか成長
せいちょう

しなかったのは、自分
じ ぶ ん

の傷
きず

と向きあう
む    

ことの意味
い み

を理解
り か い

していな

かったからだと思います
おも     

。「パターンを探す
さが  

」とはどういうことなんだろう、と。心
こころ

の奥深く
おくふか 

に

押し殺して
お  こ ろ   

いた感情
かんじょう

のふたを開けた
あ   

とき、自分
じぶん

はどうなってしまうんだろうと無意識
む い し き

に考えない
かんが    

よう

にする頑張る
が ん ば  

障害者
しょうがいしゃ

。私
わたし

もそうだった
．．．．．．

ことを気づかせて
き    

くれたのが、町田
まちだ

ヒューマンネットワークの

リーダーの面々
めんめん

でした。彼ら
かれ  

と一緒
いっしょ

ならふたを開けて
あ   

みたい、ディスチャージをしてみようかな、と
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思いました
おも       

。そう思って
お も   

振り返れば
ふ  か え   

、他
た

のＣＩＬ
しーあいえる

リーダーたちも同じ
おな  

ようなまなざしで私たち
わたし   

と接して
せっ   

くれていたのだろうなと。私
わたし

はそれに気づいて
き    

いませんでしたが。 

とはいえ、まだまだ「そこまで」です。初心者
しょしんしゃ

に毛
け

が生えた
は   

くらいです。自分
じぶん

のパターンを探す
さが  

こと

で精一杯
せいいっぱい

で、相手
あいて

のパターンを見つけられる
み      

かどうかは「偶然
ぐうぜん

」です。「介入
かいにゅう

」のタイミングなんて、

あとどれくらいセッションを積み重ねたら
つ  か さ     

わかってくるのかなぁと思います
おも     

。集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

のときに

感じる
かん   

ものとは違う
ちが  

、話
はなし

を聞く
き  

ことの難しさ
むずか   

を長期
ちょうき

講座
こうざ

では感じて
か ん   

いました。さらには長期
ちょうき

講座
こうざ

なら

ではの、アサーティブ・トレーニングやコミットメントは苦手
にがて

なままです。他
た

の項目
こうもく

はまだ理解
りかい

できる

のですが。多分
たぶん

ここにも自分
じぶん

のパターンが関係
かんけい

しているのかもしれませんが、それはこれからの課題
かだい

だ

と思って
おも   

います。 

自分
じぶん

と向き合わざるを得ない
む  あ     え   

パターン探し
さが  

をさせてくれた、今回
こんかい

の長期
ちょうき

講座
こうざ

は、その後
  ご

参加
さんか

した

「相談
そうだん

業務
ぎょうむ

を行う
おこな  

ピア･
・

カウンセラー向け
      む  

の研修
けんしゅう

」や、その後
  ご

のＳＴＥＰでの集 中
しゅうちゅう

講座
こ うざ

でのサブ

リーダーとしての経験
けいけん

にも影響
えいきょう

しました。講座
こうざ

を受けて
う   

本当
ほんとう

に良かった
よ    

と思って
おも   

います。ゆきちゃん、

まきちゃん、のぶさん、かずみさん、よしのちゃん、しゅんたさん全員
ぜんいん

に感謝
かんしゃ

感謝
かんしゃ

です。コスモスやり

えちゃん、洋子
ようこ

ちゃんに出会えた
で あ   

ことも。2月
がつ

のセミナーでお会い
 あ  

できるのを楽しみ
たの   

にしています！ 

自立
じりつ

生活
せいかつ

センターＳＴＥＰえどがわ 

蛭川
ひるかわ

 涼子
りょうこ

（すず） 

 

長期
ち ょ う き

講座
こ う ざ

の感想
か ん そ う

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

9月
がつ

2日
か

、頭
あたま

がクラクラするほどの残暑
ざんしょ

の中
なか

、会場
かいじょう

までの道順
みちじゅん

も曖昧
あいまい

で辛かった
つら     

ことを覚えて
おぼ   

います。

到着
とうちゃく

してからは、会場
かいじょう

の部屋
へ や

に入りづらかった
はい           

のですが、若くて
わか    

かわいい女性
じょせい

が笑顔
え が お

で迎えて
むか    

くれた

ので、安心
あんしん

して入れました
はい       

。 

自己
じ こ

紹介
しょうかい

の時
とき

、緊張
きんちょう

して上手
じょうず

に名前
な ま え

を伝えられなかった
つ た           

です。そして、みんなの顔
かお

と名前
な ま え

を覚える
おぼ    

の

が大変
たいへん

でしたが、だんだんお話
 はなし

をするうちに慣れました
な    

。 

9月
がつ

9
ここの

日
か

の「人間
にんげん

の本質
ほんしつ

と感情
かんじょう

の解放
かいほう

」では、私
わたし

の中
なか

にいっぱい感情
かんじょう

があったので、ピアカウン

セラーの方
かた

に簡単
かんたん

に心
こころ

を開いて
ひら    

しまい、泣いて
な   

しまいました。 

そして、9月
がつ

16日
にち

は、前回
ぜんかい

何故
な ぜ

泣いた
な   

のかを自分
じぶん

なりに考えて
かんが   

みて、自分
じぶん

の幼い
おさな 

時
とき

の傷
きず

が原因
げんいん

だと

気づきました
き     

。なので根本的
こんぽんてき

に治さない
なお     

と同じ
おな  

傷
きず

を増やす
ふ   

ことになると思いました
お も      

。 

23日
にち

 障害
しょうがい

を持って
も   

いることということに 

私
わたし

は実家
じっか

にいたとき、狭い
せま  

お部屋
 へ や

にお前
 まえ

は障害
しょうがい

あるから隠す
かく  

といわれて悲しかった
かな       

です。障害
しょうがい

はは

ずかしいのか？と悲しかった
かな       

です。 

ほにゃら（つくば C I L
しーあいえる

）と出会って
で あ   

自分
じぶん

らしくいきられるの嬉しい
うれ   

なと思いました
おも       

。 

やりたいことが出来る
で き  

のは、嬉しい
うれ   

かったです 。 

旅
たび

をしたり  何時も
い つ  

自由
じゆう

に何
なん

でも出来る
で き  

のが嬉しい
うれ   

です。 

パターンについて 
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私
わたし

のパターンには不安
ふあん

があるとひとに頼って
たよ   

しまうことがあります。 

寂しい
さび   

とか ひとに甘えたり
あま     

していることが 私
わたし

のパターンです。 

デモからロールブレイは 

私
わたし

はお母さん
 かあ    

から置いてきぼり
お      

されたことが、わかりました。 

12回
かい

でわかったのは 

支配
しはい

とお母さん
 かあ    

からの愛情
あいじょう

不足
ぶそく

なんだなと、私
わたし

の傷
きず

だとわかりました 。 

文章
ぶんしょう

が下手
へ た

ですみません。 

そして、ありがとうございます。 

  コスモスあんど大里
おおさと

幸枝
ゆきえ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉機器のトータルプランナー 

〒133-0061  

東京都江戸川区篠崎町7-23-5 

TEL:０３-５６６６-４８０１  

EMAL:PAMUK@PAMUK.CO.JP 

 

http://www.pamuk.co.jp/ 

＜2015年より＞ 
TEL：042-706-8251（代表） 
FAX：042-706-9601 
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た い  

 

 

１月
がつ

 ２８日
にち

（土
ど

）  

 みんなで東京
とうきょう

タワーに行
い

きました。スカイツリーが出来
で き

てから、あ

まり注目
ちゅうもく

されなくなっている東京
とうきょう

タワーですが、実際
じっさい

に行
い

ってみる

と外国
がいこく

の方
かた

が思
おも

ったより多
おお

かったり、観光
かんこう

案内
あんない

のガイドさんに道
みち

で声
こえ

をかけられて近
ちか

くにあるお寺
てら

の説明
せつめい

をしてもらうなど、観光地
かんこうち

ならで

はの場面
ば め ん

に遭遇
そうぐう

する機会
き か い

が思
おも

ったよりも多
おお

かったです。まだまだ

観光地
かんこうち

なんだと思
おも

いました。売店
ばいてん

では、東京
とうきょう

タワーをモチーフにした

ボールペンも売
う

っていて、お土産
み や げ

にはぴったりな物
もの

がいろいろありま

した。天気
て ん き

が良
よ

くて移動
い ど う

は楽
らく

でしたが、この時期
じ き

としては暑
あつ

いくらい

で、ジュースやアイスで休憩
きゅうけい

してから帰
かえ

りました。帰
かえ

りは行
い

きよりも

電車
でんしゃ

の時間
じ か ん

が長
なが

かってしまって、少
すこ

し疲
つか

れた人
ひと

もいたかもしれないの

でちょっと残念
ざんねん

でしたが、みんなで外出
がいしゅつ

することで起
お

こり得
う

ることが

また一
ひと

つわかったので、発見
はっけん

もありました。 （丸山
まるやま

） 

 

 

２月
がつ

２５日
にち

（土
ど

）  

今月
こんげつ

のでかけ隊
たい

は、町田
まちだ

市内
しない

のファミリーレスト

ランで、年間
ねんかん

予定
よてい

を決めました
き    

。 

お昼
  ひる

をみんなで食べて
た   

、みんなで行き先
ゆ  さ き

を

決めました
き     

。 

ファミレスということもあってハンバーグを

食べた
た   

人
ひと

が多かった
おお     

ですね。美味しかった
お い     

です。 

予定
よてい

は、思った
おも   

以上
いじょう

にスムーズに進み決める
す す  き    

こと

が出来ました
で き    

。 

これで一年間
いちねんかん

の行き先
ゆ  さ き

が決まりました
き      

。（功
いさお

） 
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『津久井
つ く い

やまゆり園
え ん

事件
じ け ん

を考える
か ん が    

』 1.26神奈川
か な が わ

集会
し ゅ う かい

 

やまゆり園
えん

入所者
にゅうしょしゃ

それぞれの希望
き ぼ う

を聞き取り
き  と  

、計画
けいかく

の作り直し
つく   なお   

を！ 

 １月
がつ

２６日
にち

（木
もく

）、『「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

事件
じけん

を考
かんが

える」1.26 かながわ集会
しゅうかい

』が神奈川
か な が わ

県民
けんみん

活動
かつどう

サ

ポートセンターで開催
かいさい

されました。全国から３００人を超える人が集まり、多くのマスコミも注目する

集会となりました。その理由とは、次ページのアピール文にもある次のようなことでした。 

神奈川県は入所者の家族と施設を運営する法人から出された「おなじところに、おなじ大きさのあた

らしい施設を建て直してほしい」という意見を取り入れて、計画を進めようとしていました。１月１０

日に、公聴会が開かれたのですが、公聴会はそれで終わりとし、出された意見に対する回答もしないと

の県の姿勢が示されました。 

 集会は黙とうに始まり、３人の方から今後の障害福祉のあり方について話がされました。 

 河東田博さん 

 大熊由紀子さん 

 山田優さん 

つづく 

（李
い

） 

 

 

 

 

 

✤  ✤  ✤  ✤  ✤  ✤  ✤  ✤  ✤  ✤ 

１月
がつ

２６日
にち

（木
もく

）に神奈川
か な が わ

県民
けんみん

活動
かつどう

サポートセンターで開催
かいさい

された「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

事件
じけん

を考
かんが

え

る」1.26 かながわ集会
しゅうかい

に川上
かわかみ

と李
い

が参加
さんか

しました。 

内容
ないよう

は犠牲者
ぎせいしゃ

となられた１９名
   めい

の方
かた

への黙
もく

とうから始
はじ

まり、前半
ぜんはん

1時間
じかん

が識者
しきしゃ

2名
めい

による講演
こうえん

、後半
こうはん

２時間
じかん

が参加者
さんかしゃ

を含
ふく

めた連帯
れんたい

アピール、散会後
さんかいご

は代表団
だいひょうだん

による神奈川県
かながわけん

への要望
ようぼう

という流
なが

れでした。

何
なん

と言
い

っても会場
かいじょう

のキャパをはるかに上回
うわまわ

る参加者
さんかしゃ

の数
かず

と熱気
ねっき

は凄
すご

いものがあり、この事件
じけん

に対
たい

する

障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の関心
かんしん

の高
たか

さと怒
いか

りの強
つよ

さを改
あらた

めて認識
にんしき

、同
おな

じ障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

として強
つよ

く共感
きょうかん

をしました。 

ただ一方
いっぽう

で冷静
れいせい

な自身
じしん

が存
そん

在
ざい

していて、被疑者
ひ ぎ し ゃ

の責任
せきにん

能力
のうりょく

の問題
もんだい

（２月
がつ

末
まつ

頃
ごろ

に責任
せきにん

能力
のうりょく

有
あ

りの

判定
はんてい

が出
で

ました）や重度
じゅうど

な知的
ちてき

障害
しょうがい

がある人
ひと

に対
たい

する支援
しえん

のあり方
かた

の難
むずか

しさを感
かん

じることが多
おお

くあ

り、特
とく

に後者
こうしゃ

に関連
かんれん

し「本当
ほんとう

に施設
しせつ

全廃
ぜんぱい

は可能
かのう

なのか？」と思
おも

います。実際
じっさい

、この集会
しゅうかい

の前
まえ

に神奈川県
かながわけん

がやまゆり園
えん

の家族会
かぞくかい

に行
おこな

ったヒアリングでは「施設
しせつ

存続
そんぞく

を！」の声
こえ

が大勢
たいせい

だったように集会
しゅうかい

との

温度差
お ん ど さ

は大
おお

きく、この事実
じじつ

を受
う

け止
と

めながら町田
まちだ

ヒューマンネットワークはＣＩＬ
しーあいえる

として何処
ど こ

を目指
め ざ

し

ていくのかを考
かんが

えて行動
こうどう

を起
お

こしていく必要
ひつよう

があると思
おも

っています。（川上
かわかみ

） 
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丸山
まるやま

 真紀子
ま き こ

 

2016年 7月 29日におきた、相模原
さがみはら

での障害者
しょうがいしゃ

殺傷
さっしょう

事件
じ け ん

を追悼
ついとう

しての集会
しゅうかい

に参加
さ ん か

しました。事件
じ け ん

か

ら半年
はんとし

余
あま

りが経
た

ち、施設
し せ つ

の建
た

て直
なお

しなども検討
けんとう

されている中
なか

で、改
あらた

めて事件
じ け ん

を見
み

つめ直
なお

すきっかけにな

りました。まず神経筋
しんけいきん

疾患
しっかん

ネットワークからの声
せい

明文
めいぶん

（右下）が出
だ

され、その後
あと

、前半
ぜんはん

ではグループに分
わ

かれてこの事件
じ け ん

についての各自
か く じ

の思
おも

いを出
だ

し合
あ

いました。それぞれが感
かん

じていることを分類
ぶんるい

すると、

共感
きょうかん

する部分
ぶ ぶ ん

や人
ひと

の意見
い け ん

によって気付
き づ

かされるところもあり、自分
じ ぶ ん

の思
おも

いを深
ふか

めたり考
かんが

え直
ｎａｏ

したりす

ることができました。この事件
じ け ん

のことは考
かんが

えな

ければいけないと思
おも

いながら、なかなか人
ひと

と

議論
ぎ ろ ん

できていませんでした。また、テーマが深刻
しんこく

なので気軽
き が る

に話
はな

すにはためらいがあったので、

良
よ

い機会
き か い

になりました。 

後半
こうはん

は、関心
かんしん

のあるテーマを選
えら

び、集
あつ

まった人
ひと

で意見
い け ん

を出
だ

し合
あ

ってまとめたものを、グループ

ごとに発表
はっぴょう

しました。テーマになっていたのは、

「脱施設化
だ つ し せ つ か

と地域
ち い き

移行
い こ う

」「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

支援
し え ん

」「優生
ゆうせい

思想
し そ う

への取
と

り組
く

み」「相模原
さがみはら

事件
じ け ん

へ

の取
と

り組
く

み」「親
おや

や家族
か ぞ く

への働
はたら

きかけ」「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する偏見
へんけん

に対
たい

しての取
と

り組
く

み」など

でした。その中
なか

で私
わたし

は「親
おや

や家族
か ぞ く

への働
はたら

きか

け」についてのテーマを選
えら

びました。この事件
じ け ん

で

は被害者
ひがいしゃ

の家族
か ぞ く

の思
おも

いが取
と

り上
あ

げられることが

ほとんどなく、事件
じ け ん

直後
ちょくご

から容疑者
ようぎしゃ

のことばか

りが語
かた

られています。しかし、家族
か ぞ く

を施設
し せ つ

に入
い

れ

ることを決
き

めた時
とき

や、失
うしな

った時
とき

に何
なに

も感
かん

じなか

った人
ひと

はいないと思
おも

います。地域
ち い き

で生活
せいかつ

を始
はじ

め

る時
とき

の家族
か ぞ く

への働
はたら

きかけについて考
かんが

え、自分
じ ぶ ん

がその立場
た ち ば

になった時
とき

を想像
そうぞう

して考
かんが

えること

ができました。最後
さ い ご

に参加者
さんかしゃ

で『19の軌跡
き せ き

』を

歌
うた

いました。限
かぎ

られた時間
じ か ん

でしたが参加
さ ん か

したこ

とでいろいろなことを考
かんが

えるきっかけになり

ました。また、時間
じ か ん

は経
た

ってもこの事件
じ け ん

のこと

は忘
わす

れてはいけないし、考
かんが

えさせられること

がまだまだたくさんあると改
あらた

めて感
かん

じました。 

 

相模原市障害者殺傷事件への声明文 

2016年 7月 29日 神経筋疾患ネットワーク 代表 見形信子 

 2016年 7月 26日未明に相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」で起きた障害者殺傷事件に

よりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りし、負傷された方々に心よりお見舞いを申し上げ

ます。また、同施設に現在もなお入居中の皆さんが心に負った傷を想像すると、つらくて冷静では

いられない思いです。私たち「神経筋疾患ネットワーク」は、着床前診断・出生前診断に反対する

当事者団体です。私たちは今回の事件を知り、強い怒りと恐怖を感じています。そして、今こそ、

私たちの意志をしっかりと表明しておく必要性があると考えました。 今回の事件がなぜ起きたの

かについて、ＴＶや新聞、ネット等で様々な議論がなされています。その多くは、容疑者がいかに

異常で残忍であるか、特殊な思想の持ち主であるかを語りあげています。しかし、今回の事件を彼

の特殊性の問題として片付けてしまう態度にこそ、この事件の本質があるのではないでしょうか。 

 そもそも、彼の言う「障害者はいなくなれば良い」という思想は、今の社会で、想像もできない

荒唐無稽なものになり得ているでしょうか。現実には、胎児に障害があるとわかったら中絶を選ぶ

率が 90 パーセントを超える社会です。障害があることが理由で、学校や会社やお店や公共交通機

関など、至る場所で存在することを拒まれる社会です。重度の障害をもてば、尊厳を持って生きる

ことは許されず、尊厳を持って死ぬことだけを許可する法律が作られようとしている社会です。そ

んな社会の中で生きる彼が、「障害者はいなくなれば良い」という差別思想に陥ったのは、ある意

味、不思議ではありません。彼のやったことは、まったく肯定できるところがありませんが、彼の

思想を特殊だと切り捨てている限り、同じことが起こり続けるのではないでしょうか。このような

事件を二度と起こさない方法は、彼を異常者と認定して納得するのではなく、「障害者はいなくな

れば良い」という思想が本当に荒唐無稽に思える社会を創ることのみです。そのためには、障害者

が生まれてくることも地域社会で当たり前に暮らすことも阻害されない社会を実現させることが、

本当の問題解決ではないでしょうか。 

 ＴＶでは、「弱者を狙うのはひどい」という言葉が繰り返されました。今回の事件は、たまたま

殺した相手が障害者だったのではありません。障害者だから殺したのです。障害者だから殺しても

構わないと思ったのです。社会全体が、障害者を「弱者」と決めつけ、ただ守られるだけの力弱い

価値の小さい存在であるような印象を作りあげていることが、障害者の命を軽いものとして扱い、

殺戮に至る思考をひきおこさせたとは言えないでしょうか。 

 また、今回の犠牲者の方々の実名は報道されませんでした。その結果、亡くなった方々は、19名

という集団としてくくられた形になってしまったように思います。本当は、名前があり、一人一人、

かけがえのない大切な時間が有り、積み重ねてきた歴史があり、人とのつながりがあったはずです。

それが、犠牲者 19名とだけ表現されることにより、その存在が消されたように思えてなりません。

遺族の希望と報道されていましたが、遺族全員がそう望んだのか、また、ほかのどの事件の場合に

も、遺族の希望を聞いて名前の公表を決めているのか、疑問が残ります。ここにも障害者を、人格

をもつ一人の市民として見ていない思想が見え隠れします。 

 「介助職の負担を軽減させることが大事だ」という話に多くの時間を割いていたＴＶ番組もあり

ました。私は障害を持っていて、１日 24 時間の介助が必要です。限られた人だけで介助を背負う

ことがいかに大変なことか、身を持って知っています。だからこそ、多くの人が介助に関わる状況

を作っていくことが大切なのです。介助制度の足りなさ、施設職員の少なさを放置しておいて、そ

の不足を障害者の責任にすりかえるのは、もうやめてほしいです。簡単に「施設職員は大変な仕事

だ」と語ることが、実は、介助の供給不足の責任をすべて障害者におしつけ、命を差し出すことを

強要しているのだとの認識が必要です。 

 そして、今回の事件が集合施設で行われたことも見過ごせません。今回、1 箇所にたくさんの障

害者が集められていたからこそ、大量殺人につながったのは疑いようのない事実です。もし、それ

ぞれの人が、一人ずつ介助者をつけて自分の家で暮らせていたら、このような大量殺戮は成立しな

かったでしょう。また、地域で重度の重複障害の人たちが楽しく暮らすことができていたら、誰も

「障害者だから不幸」などの決めつけをしなかったかもしれません。 

 最後に、今回の容疑者が精神病院に措置入院させられ、退院後にこの事件を起こしたことを理由

に、措置入院の制度の判断基準が下げられるのではないかということが懸念されます。しかし、措

置入院そのものが人権侵害の要素を強く持っていることを忘れてはなりません。彼が精神疾患であ

ったかどうかはわかりませんが、精神疾患を持つ人が、その人の治療のためではなく、社会の安全

のために本人の意志を無視して安易に病院に拘束されるのだとしたら、それはあってはならないこ

とです。重度心身障害者と精神障害者が闘わされる必要はないのです。どちらも権利を侵害されて

いるのです。必要なのは、障害への認識が変わることと、両者への質的、量的に十分な支援体制で

す。 

 私たち「神経筋疾患ネットワーク」は、今回の事件を重く受け止め、私たちの活動を止めること

なく推進していかなければならないと、決意しました。これからさらに、「要らない命はない」と

いう私たちのメッセージを多くの人に広めていきます。同時に、どんなに重度の障害をもっていて

も、幸せに暮らすことができることを、自らの生活を人生を見せることで、社会に発信していくつ

もりです。 

 そのためにも、専門家や著名なコメンテーターの意見だけではなく、障害を持ちながら地域の中

で実際に暮らしている障害者の声がもっと取り上げられることを強く望みます。 

※文字が小さくてすいません。ネットで団体名を入れるとすぐ探せます。（編集担当） 



1976 年 2 月 25 日第三郵便物認可（毎週四回月・火・木・金曜発行） 2016 年 3 月 25 日発行 SSKO 増刊通巻番号第 9569 号 

 

- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



1976 年 2 月 25 日第三郵便物認可（毎週四回月・火・木・金曜発行） 2016 年 3 月 25 日発行 SSKO 増刊通巻番号第 9569 号 

 

- 16 - 

事務局
じ む き ょ く

の動
う ご

き 2016年
ねん

12月
がつ

16日
にち

〜2016年
ねん

3月
がつ

15日
にち

 

【主催
しゅさい

講座
こうざ

等
など

】  ・親
おや

サポートオンゴーイング月
つき

1回
かい

開催
かいさい

   ・でかけ隊
たい

開催
かいさい

 毎月
まいつき

第
だい

４土曜日
ど よ う び

 

・ほっとカフェＭ毎月
まいつき

第
だい

3土曜日
ど よ う び

(基本
きほん

)開催
かいさい

    ・重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

従 業 者
じゅうぎょうしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

【随時
ずいじ

】 

・ピアサポートグループ（ピア・カウンセリング受講
じゅこう

修 了 者
しゅうりょうしゃ

継続
けいぞく

クラス）1回
かい

／月
つき

 

・ハンドブック委員会
いいんかい

月
つき

１回
かい

開催
かいさい

   ・ＴＩＬ
て ぃ る

運営
うんえい

会議
か い ぎ

毎月
まいつき

１回
  かい

開催
かいさい

（堤
つつみ

 出席
しゅっせき

） 

１２月 ▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧ 

１２月
がつ

１６日
にち

（金
きん

）  ＪＩＬ
じ る

ピア・カウンセリング委員会
いいんかい

主催
しゅさい

 スカイプ広場
ひ ろ ば

関東
かんとう

 松原
まつばら

・川上
かわかみ

（参加
さ ん か

） 

           ＩＬＰ
あいえるぴー

リーダーズ 於
おいて

 八王子
はちおうじ

 川上
かわかみ

（担当
たんとう

） 

１２月
がつ

１９日
にち

（月
げつ

）～２１日
にち

（水
すい

） ＪＩＬ
じ る

全国
ぜんこく

セミナー 於
おいて

 福岡
ふくおか

 吉野
よ し の

・秋元
あきもと

（参加
さ ん か

） 

１２月
がつ

２０日
にち

（火
か

）  利用者
りようしゃい

交流会
こうりゅうかい

・第
だい

１０回
かい

介助者
かいじょしゃ

勉強会
べんきょうかい

「利用者
りようしゃ

介助者
かいじょしゃ

座談会
ざだんかい

」 

 於
おいて

 せりがや会館
かいかん

 川上
かわかみ

（担当
たんとう

）堤
つつみ

・丸山
まるやま

（参加
さ ん か

） 

１２月
がつ

２１日
にち

（水
すい

）  忘年会
ぼうねんかい

 於
おいて

 ペダラーダ 

１２月
がつ

２７日
にち

（火
か

）  フォーラム実行
じっこう

委員会
いいんかい

 於
おいて

 コメット会館
かいかん

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

１２月
がつ

２８日
にち

（水
すい

）  仕事
し ご と

納
おさ

め・納会
のうかい

 

１月 ▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧ 

 １月
がつ

 ４日
にち

（水
すい

）  仕事
し ご と

始
はじ

め 

 １月
がつ

 ５日
にち

（木
もく

）～１月
がつ

 ６日
にち

（金
きん

） 東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

 於
おいて

 練馬
ね り ま

 丸山
まるやま

・吉野
よ し の

（受講
じゅこう

） 

 １月
がつ

 ６日
にち

（金
きん

）  東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

 於
おいて

 練馬
ね り ま

 堤
つつみ

（講師
こ う し

） 

 １月
がつ

１０日
にち

（火
か

）、１月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）  

 東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

 於
おいて

 代々木
よ よ ぎ

 丸山
まるやま

・吉野
よ し の

（受講
じゅこう

） 

 １月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）  地域
ち い き

連携
れんけい

会議
か い ぎ

 於
おいて

 コメット会館
かいかん

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 １月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）  ともに生
い

きるためのサポートプログラム 於
おいて

 せりがや会館
かいかん

他
ほか

  

  ～２月
がつ

１７日
にち

（金
きん

）迄
まで

    福島
ふくしま

・松原
まつばら

・梶田
か じ た

（担当
たんとう

） 

 １月
がつ

１６日
にち

（月
げつ

）  労働
ろうどう

災害
さいがい

再発
さいはつ

防止
ぼ う し

講習
こうしゅう

 於
おいて

 町田
ま ち だ

地方
ち ほ う

合同
ごうどう

庁舎
ちょうしゃ

 檜垣
ひ が き

（担当
たんとう

） 

 １月
がつ

１７日
にち

（火
か

）  親
おや

プロオンゴーイング新年会
しんねんかい

 於
おいて

 ア・ラ・カンパーニュ 福島
ふくしま

・堤
つつみ

（担当
たんとう

） 

 １月
がつ

１８日
にち

（水
すい

）  津久井
つ く い

やまゆり園
えん

問題
もんだい

を考
かんが

えるＪＩＬ
じ る

関東
かんとう

ブロック集会
しゅうかい

  

  於
おいて

 戸山
と や ま

サンライズ   堤
つつみ

・斎藤
さいとう

・丸山
まるやま

・吉野
よ し の

・鈴木
す ず き

（参加
さ ん か

） 

 １月
がつ

２３日
にち

（月
げつ

）～２４日
にち

（火
か

） 東京都
とうきょう

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

演習
えんしゅう

 於
おいて

 茗荷
みょうが

谷
だに

 

 李
い

（ファシリテーター）吉野
よ し の

（受講
じゅこう

） 

 １月
がつ

２４日
にち

（火
か

）  町田市
ま ち だ し

相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

 於
おいて

 市
し

役所
やくしょ

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 １月
がつ

２５日
にち

（水
すい

）  新年会
しんねんかい

 於
おいて

 事務所
じ む し ょ
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 １月
がつ

２６日
にち

（木
もく

）  「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

事件
じ け ん

を考
かんが

える」1.26 かながわ集会
しゅうかい

 

 於
おいて

 神奈川
か な が わ

県民
けんみん

活動
かつどう

サポートセンター 川上
かわかみ

・李
い

（参加
さ ん か

） 

 １月
がつ

２７日
にち

（土
ど

）  ＩＬＰ
あいえるぴー

リーダーズ 於
おいて

 江戸川
え ど が わ

 谷川
たにかわ

（参加
さ ん か

） 

           ＴＩＬ
て ぃ る

運営
うんえい

会議
か い ぎ

 於
おいて

 八王子
はちおうじ

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

           外国人
がいこくじん

雇用
こ よ う

講習会
こうしゅうかい

 於
おいて

 町田
ま ち だ

地方
ち ほ う

合同
ごうどう

庁舎
ちょうしゃ

 田中
た な か

優
ゆう

・田中
た な か

かつ子
こ

（担当
たんとう

） 

 １月
がつ

３０日
にち

（月
げつ

）  東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

研修
けんしゅう

検討会
けんとうかい

 於
おいて

 飯田
い い だ

橋
ばし

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 １月
がつ

３１日
にち

（火
か

）  第
だい

１１回
かい

介助者
かいじょしゃ

勉強会
べんきょうかい

 「自分
じ ぶ ん

の人権
じんけん

を確認
かくにん

しながら障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

を 

 考
かんが

える」於
おいて

 事務所
じ む し ょ

 李
い

（講師
こ う し

） 

２月 ▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧ 

２月
がつ

 ２日
にち

（木
もく

）  ＩＬＰ
あいえるぴー

リーダーズ 於
おいて

 国立
くにたち

 川上
かわかみ

・齊藤
さいとう

（担当
たんとう

） 

 ２月
がつ

 ５日
にち

（日
にち

）  ピア・カウンセリング公開
こうかい

セミナー 於
おいて

 ことば 堀内
ほりうち

・松原
まつばら

・折笠
おりかさ

（担当
たんとう

） 

 ２月
がつ

 ７日
にち

（火
か

）～ ８日
にち

（水
すい

） 東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

演習
えんしゅう

 於
おいて

 八王子
はちおうじ

 

堤
つつみ

（講師
こ う し

）丸山
まるやま

（受講
じゅこう

） 

 ２月
がつ

 ８日
にち

（水
すい

）  福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

研修会
けんしゅうかい

 於
おいて

 町田
ま ち だ

市民
し み ん

フォーラム 齊藤
さいとう

・松原
まつばら

・大井
お お い

（担当
たんとう

） 

 ２月
がつ

１０日
にち

（金
きん

）  コメット理事会
り じ か い

 於
おいて

 コメット会館
かいかん

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 ２月
がつ

１３日
にち

（月
げつ

）  東京都
とうきょうと

相談
そうだん

支援
し え ん

研修
けんしゅう

検討会
けんとうかい

 於
おいて

 飯田
い い だ

橋
ばし

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

           フォーラム実行
じっこう

委員会
いいんかい

 於
おいて

 コメット会館
かいかん

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 ２月
がつ

１５日
にち

（水
すい

）  ヤンチョンＣＩＬ
しーあいえる

交流会
こうりゅうかい

 於
おいて

 事務所
じ む し ょ

 

 ２月
がつ

２１日
にち

（火
か

）  指定
し て い

介護
か い ご

相談
そうだん

事業所
じぎょうしょ

集団
しゅうだん

説明会
せつめいかい

 於
おいて

 健康
けんこう

福祉
ふ く し

会館
かいかん

 齊藤
さいとう

・大井
お お い

・石塚
いしづか

（担当
たんとう

） 

 ２月
がつ

２３日
にち

（木
もく

）  ＪＩＬ
じ る

ピア・カウンセリング委員会
いいんかい

スカイプ会議
か い ぎ

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 ２月
がつ

２５日
にち

（土
ど

）  第
だい

１３回
かい

介助者
かいじょしゃ

勉強会
べんきょうかい

「防災
ぼうさい

について 学
まなぼう

ぼう」～被災
ひ さ い

体験
たいけん

を聞
き

く～ 

 於
おいて

 事務所
じ む し ょ

 川上
かわかみ

（担当
たんとう

）李
い

・田中
た な か

優
ゆう

（参加
さ ん か

） 

 ２月
がつ

２７日
にち

（月
げつ

）  シグナル 於
おいて

 事務所
じ む し ょ

 齊藤
さいとう

・川上
かわかみ

・谷川
たにかわ

（担当
たんとう

） 

３月 ▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧▧ 

 ３月
がつ

 １日
にち

（水
すい

）  ＴＩＬ
て ぃ る

総会
そうかい

 於
おいて

 立川
たちかわ

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 ３月
がつ

 ９日
にち

（木
もく

）  地域
ち い き

連携
れんけい

会議
か い ぎ

 於
おいて

 コメット会館
かいかん

 堤
つつみ

（出席
しゅっせき

） 

 ３月
がつ

１０日
にち

（金
きん

）  ピア・カウンセリング講演会
こうえんかい

 於
おいて

 品川
しながわ

 堤
つつみ

（講師
こ う し

）吉野
よ し の

（アシスタント） 

 

 

 

 

 

 

略語
りゃくご

  ＩＬＰ
あいえるぴー

…自立
じりつ

生活
せいかつ

プログラム ＴＩＬ
て ぃ る

…  東京都
とうきょうと

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター協議会
きょうぎかい

 

 ＪＩＬ
じ る

… 全国
ぜんこく

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター協議会
きょうぎかい

 Ｄ Ｐ Ｉ
でぃーぴーあい

…障 害 者
しょうがいしゃ

インターナショナル 
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 おいしいコーヒーとお菓子
 か し

 

毎月
まいつき

第３
だい  

土曜日
どようび

 町田
まちだ

ヒューマン フリースペースにて 

お気持ち
 き も  

のカンパをいただいています。 

４月
がつ

開催
かいさい

 ４月
がつ

１５日
にち

（土
ど

） 14時半
じ は ん

より 

５月
がつ

開催
かいさい

 ５月
がつ

２０日
にち

（土
ど

） 14時半
じ は ん

より 

６月
がつ

開催
かいさい

 ６月
がつ

１７日
にち

（土
ど

） 14時半
じ は ん

より 

７月
がつ

開催
かいさい

はお休みします。 

【７月２８日（土
ど

）に暑気払いの予定です】 

８月
がつ

開催
かいさい

 ８月
がつ

１９日
にち

（土
ど

） 14時半
じ は ん

より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター 町田
ま ち だ

ヒューマンネットワーク 

〒194-0013 東京
とうきょう

都
と

町田市
ま ち だ し

原町田
はらまちだ

2-22-26プリモ・レガーロ町田
ま ち だ

1F 

TEL ０４２－７２４－８５９９ FAX ０４２－７２４－７９９６ 
URL http://cil-mhn-enjoy.life.coocan.jp/  E-MAIL mhn89@nifty.com 

障 害 者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
しえん

センターまちだや   TEL 042-724-8616 

ヘルパーステーション・マイライフ   TEL 042-721-5044 

年
ねん

会費
か い ひ

 正会員
せいかいいん

3000円
えん

 賛助
さんじょ

会員
かいいん

3600円
えん

 

会費
か い ひ

振込先
ふりこみさき

／加入者名
かにゅうしゃめい

：特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 町田
ま ち だ

ヒューマンネットワーク 郵便
ゆうびん

振替口座
ふ りかえ こ うざ

：00130-4-539920 

（3月15日現在
げんざい

） 

正会員
せいかいいん

  310名
めい

 

賛助会員
さんじょかいいん

   14名
めい

 

団体会員
だんたいかいいん

 10団体
だんたい

 

今後
こ ん ご

の大きな
お お    

動き
うご  

（予定
よ て い

・予想
よ そ う

） 

2017年
ねん

  

○東京都
とうきょうと

で障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止
きんし

条例
じょうれい

制定
せいてい

の

動き
うご  

。当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

の要望
ようぼう

の予定
よてい

あり。（知事
ち じ

は前向き
ま え む き

という話
はなし

） 

○バリアフリー法
    ほう

見直し
み な お  

 

５年前には見直しをされなかったが、国土

交通省が今年２月省内にワーキンググルー

プを作り、見直しをする予定だと発表した。 

○やまゆり園
えん

の今後
こんご

をめぐる動き
うご  

 

 大規模
だ い き ぼ

施設
しせつ

のままの建て直し
た  な お  

に各方面
かくほうめん

から

異論
いろん

あり  

→ 神奈川県も再検討するとのこと。 

 

 

 

会員でカフェの常連・小島レイさんが出演します。 

チケットご希望の方は小島さん（レイさんお母さん）

（090-4377-4120又は042-795-5641）までご連絡下さいと

のことです。前売りに限りチケット1枚につき500円引き

していただけるそうです。 

発
行
所 

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
三–

一–

一
七–

一
〇
二 

        

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

領
価
百
円 

編集
へんしゅう

後記
こ う き

 

○ 

 

 

（ニュース担当
たんとう

 李
い

） 

http://cil-mhn-enjoy.life.coocan.jp/
mailto:mhn89@nifty.com

